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4 ．  1 9 7 0 年 代 の 躍 進 と 1 9 7 7 年 の あ る 出 来 事  

 

棉 は生 きもの、糸 になってもタオルになっても生 きている  

 

  井 久 氏 は 、「 た か が タ オ ル 、 さ れ ど タ オ ル 」 の 精 神 で 、 糸 か ら 織

り 、 デ ザ イ ン に こ だ わ っ た タ オ ル を つ ぎ か ら つ ぎ へ と 世 に 送 り 出 し

て い っ た 。 日 清 紡 績 の 糸 か ら 東 洋 紡 績 の 糸 へ 、 さ ら に は 大 和 紡 績 の

糸 を 製 品 開 発 に あ わ せ て 使 い こ な し 、 繊 維 問 屋 が 集 ま る 大 阪 に 足 し

げ く 通 っ て デ ザ イ ン の 勉 強 も し た 。 以 下 で は 、 1 9 7 0 年 代 の 井 タ

オ ル の 躍 進 に つ な が る 井 氏 の 経 験 を 時 系 列 に み て い こ う 。  

 1 9 7 1 年 当 時 、 井 タ オ ル で は 東 洋 紡 績 の 糸 を お も に 使 っ て い た

が 、 地 元 の 日 根 野 デ ザ イ ン と 黒 瀬 タ オ ル 工 業 か ら 大 和 紡 績 ㈱   の

ラ ブ ソ ー ラ ー ブ ラ ン ド を 用 い た タ オ ル の 生 産 要 請 を う け た 。し か し 、

東 洋 紡 績 と の 関 係 を 重 視 し 、 い っ た ん 断 っ た 。 翌 年 の 1 9 7 2 年 、 こ

ん ど は ラ ブ ソ ー ラ ー の 開 発 者 で 大 和 紡 績 の 開 発 課 長 を し て い た 安 井

重 雄 氏 が 来 社 し た 。 安 井 氏 に よ る 再 々 の 要 請 の 末 、 安 井 氏 の 人 柄 も

あ っ て 井 氏 は ラ ブ ソ ー ラ ー を 使 っ た タ オ ル づ く り を 承 諾 し た 。 安

井 氏 と の 出 会 い は 、井 氏 を ま す ま す「 タ オ ル の 虫 」に し て い っ た 。

そ の き っ か け と な っ た の が 、 ヨ ー ロ ッ パ 視 察 で あ る 。  

 1 9 7 3 年 8 月 、 安 井 氏 の 希 望 で ヨ ー ロ ッ パ 視 察 の 機 会 を 得 た 。 安

井 氏 、 大 和 紡 績 と 取 引 関 係 に あ っ た 兼 松 江 商 ㈱   の 平 岩 友 宣 氏 、

そ し て 井 氏 の 3 名 は 、 ド イ ツ 、 ス イ ス 、 ベ ル ギ ー 、 オ ラ ン ダ 、 フ

ラ ン ス の 機 械 メ ー カ ー や 織 物 メ ー カ ー を 視 察 し 、 さ ら に は 百 貨 店 な

ど に 立 ち 寄 っ て 市 場 調 査 を お こ な っ た 。 お も な 訪 問 先 は 、 織 機 メ ー

カ ー の ピ カ ノ ー ル P i c a n o l 社（ ベ ル ギ ー 、ス イ ス ）、ス ル ザ ー S u l z e r

社（ ス イ ス ）、染 色 ・ 整 経 機 メ ー カ ー の ベ ニ ン ガ ー B e n n i n g e r 社（ ス

イ ス ）、 タ オ ル メ ー カ ー の テ ン カ ー テ ン T e n C a t e 社 （ オ ラ ン ダ ） で

あ る 。 と く に 、 ス イ ス の ス ル ザ ー 社 の グ リ ッ パ ー タ オ ル 革 新 織 機 お

よ び 工 場 を 視 察 し た 際 、 井 氏 は た い へ ん な 感 動 を 覚 え た 。 第 1 回

目 の ヨ ー ロ ッ パ 視 察 は 、 井 氏 に と っ て 大 き な 収 穫 と な り 、 つ ぎ の

LOOKS
ノート注釈
1941年、錦華紡績、日出紡織、出雲製織、和歌山紡織の4社が対等合併して設立された紡績会社。1944年に大和工業に改称したが、1946年に大和紡績に社名を戻した。現在は、観光や食品、情報産業など非繊維部門にも進出し、幅広く事業展開している。

LOOKS
ノート注釈
現在の兼松㈱。1889年兼松房次郎商店として創業。1913年に合資会社に改組し兼松商店となる。1918年株式会社に改組。1943年に兼松に改称し、1967年には総合商社の江商と合併して兼松江商に改称。その後、1990年現在の社名に変更。繊維、電子、食料、鉄鋼など多種多様の製品を扱う総合商社。
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こ と を 学 ん だ 。  

 

①  革 新 織 機 を 配 備 し た 工 場 の レ イ ア ウ ト が 合 理 的 で 、 作 業 環

境 が よ い こ と  

②  モ ノ づ く り に 美 的 感 性 が 強 く 感 じ ら れ る こ と  

③  い つ 、 ど こ で 、 誰 が 、 何 の た め に 、 ど の よ う に タ オ ル を 使

用 す る の か と い っ た 、 モ ノ づ く り の 原 点 を 的 確 に 捉 え て タ

オ ル を つ く っ て い る こ と  

 

 帰 国 後 、 井 氏 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 視 察 の 成 果 を 形 に し て い く 。 設 備

改 革 は 時 代 の 流 れ か ら み て も 必 要 で あ り 、 作 業 環 境 ・ 効 率 の 改 善 と

品 質 の 向 上 は 欠 か せ な い こ と 、 そ し て ヨ ー ロ ッ パ の 感 性 と ア メ リ カ

の も つ 機 能 性 を 統 合 し て 、 日 本 文 化 や 気 候 に あ っ た タ オ ル づ く り を

お こ な う こ と を 目 指 し 、 タ オ ル 用 綿 糸 の 開 発 に 着 手 す る と と も に 新

た に 丹 原 工 場 を 建 設 し た 。 丹 原 工 場 で は 、 ス ル ザ ー 社 の 革 新 織 機 を

導 入 し 、 準 備 機 械 、 冷 暖 房 ・ 保 湿 設 備 、 防 音 ・ 防 震 設 備 、 搬 送 設 備

な ど を 完 備 し た 。 革 新 織 機 の 技 術 に つ い て は 、 大 和 紡 績 に 3 名 の 技

術 者 を 3 年 間 派 遣 す る こ と を 要 請 し た 。丹 原 工 場 が 軌 道 に 乗 る ま で

は 相 当 の 時 間 を 要 し 苦 労 も あ っ た が 、 井 氏 の 信 念 は び く と も し な

か っ た 。  

 

丹 原 工 場 に 設 置 さ れ た 整 経 機  

（ 写 真 ：井 久 氏 提 供 ）  



「タオルびと」2014 年 2 月号（井久氏編③） 

 
 

3 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

 そ し て 、第 2 回 目 の ヨ ー ロ ッ パ 視 察 を 1 9 7 6 年 6 月 に お こ な い 、

兼 松 江 商 の 機 械 部 部 長 と 四 国 染 工 の 工 場 長 菅 慎 太 郎 氏 と 同 伴 し た 。

お も な 訪 問 先 は 、 タ オ ル メ ー カ ー の ホ ッ セ ン V o s s e n 社 （ ド イ ツ ）

や ジ ャ ラ J a l l a 社 （ フ ラ ン ス ）、 先 述 の ス ル ザ ー 社 （ ス イ ス ）、 ベ ニ

ン ガ ー 社（ ス イ ス ）、そ の 他 イ ギ リ ス や イ タ リ ア の タ オ ル メ ー カ ー や

染 色 機 メ ー カ ー な ど で あ り 、 タ オ ル を と り 巻 く 技 術 的 あ る い は 文 化

的 違 い を 見 聞 し 、 大 量 の タ オ ル 製 品 の サ ン プ ル を も ち 帰 っ た 。  

日 本 と ヨ ー ロ ッ パ の 違 い を 挙 げ る と 切 り が な い が 、 た と え ば ド イ

ツ の タ オ ル メ ー カ ー で は 染 色 加 工 時 の 脱 水 後 の 連 結 乾 燥 機 の 外 に は

除 湿 冷 風 装 置 が 付 い て い た り（ 日 本 で は 除 湿 冷 風 装 置 は な い ）、タ オ

ル メ ー カ ー の 出 荷 額 は 上 代 の 5 0 ％ 以 上 で あ っ た り（ 日 本 で は 2 5 ～

3 5 ％ ）、 イ タ リ ア の ホ テ ル で は 蜂 の 巣 織 り の タ オ ル が 多 く み ら れ た

り し た 。  

最 初 の ヨ ー ロ ッ パ 視 察 か ら 目 標 に 掲 げ て い た タ オ ル 用 綿 糸 の 開 発

は 、 兼 松 江 商 の 宮 本 克 己 氏 と 第 一 紡 績 ㈱   の 常 務 取 締 役 で あ っ た

深 見 昭 二 郎 氏 と の 出 会 い が チ ャ ン ス と な り 、 1 9 7 6 年 頃 か ら 具 体 化

し て い っ た 。 宮 本 氏 は 、 社 内 の ニ ッ ト 部 に 所 属 し て お り 、 来 今 の た

び に タ オ ル 用 綿 糸 に つ い て 意 見 を 交 換 し た 。 1 9 7 6 年 の あ る 日 、 宮

本 氏 が 第 一 紡 績 の 常 務 を し て い た 深 見 氏 を 連 れ て き た 。 井 氏 は 、

以 前 か ら 集 め て い た ヨ ー ロ ッ パ や ア メ リ カ の 有 名 メ ー カ ー の タ オ ル

を 深 見 氏 に サ ン プ ル と し て 渡 し 、 タ オ ル 用 綿 糸 の 開 発 を 依 頼 し た 。

深 見 氏 は こ れ を 快 諾 し 、 第 一 紡 績 で は さ っ そ く サ ン プ ル 分 析 を お こ

な っ た う え で 、 数 回 に 渡 る 試 紡 ・ 試 作 を く り 返 し 、 よ う や く 製 品 に

仕 上 げ た 。 サ ン ホ ー キ ン 綿 （ 表 2 ） を 用 い た 「 H i 三 魚 」 と い う 、 

井 タ オ ル 専 用 の タ オ ル 用 綿 糸 の 完 成 で あ る 。「 H i 三 魚 」 を 使 っ た タ

オ ル の 仕 上 が り は 上 々 で 、 兼 松 江 商 の 宮 本 氏 が 社 内 の ス ポ ー ツ 用 品

部 門 に 掛 け あ っ て ア デ ィ ダ ス の ブ ラ ン ド タ オ ル と し て 販 売 ル ー ト も

確 保 さ れ た 。 こ れ を 契 機 に 、 ア デ ィ ダ ス の 商 標 の 付 い た タ オ ル は 、

い ま で も 井 タ オ ル で 生 産 さ れ て い る 。  

 

LOOKS
ノート注釈
現在は、双日㈱の100％子会社で繊維製品の企画・製造・販売をおこなっている。1991年以降、井タオル向けのタオル用綿糸の生産（本文にて後述）は、インドのバルドマン社が引き継ぎ試紡を開始。1995年には「Hi三魚」は完全にバルドマン社へ移行。
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種類 特徴

エジプト綿
美しく光沢のある商品をつくるのには最適の綿花。繊維が細長いのが特
徴で、タオルのなかでは高級品に属す。

シーアイランド
（スーピマ）綿

繊維が細く光沢があり、綿花のなかではもっとも優れているとされる。
原産地は中・南米であり、虫害に弱く限られた地域で栽培されている。
100～200番手の細番手綿糸の原料。

サンホーキン綿
アメリカのロサンゼルスとサンフランシスコを結ぶ国道5号線の両側に
ひろがるカリフォルニア州サンホーキンバレーで栽培されている中長繊
維綿。ドライユースのタオルに適している。

インド綿
インドのグジャラート州のシャンカール綿を指し、減農薬手摘みで栽培
されている。ガーゼやワッフル生地をつくるのに適している。

ペルー綿
つやや白度に優れ、短繊維が特徴。繊維が粗く分厚い製品向きで、また
ドライユースのタオルに適している。

表2 　タオル用綿糸のおもな原料綿花の種類と特徴                                    

出典：　井タオル㈱パンフレット、馬場耕一『コットンの世界』日本綿業振興会、
1988年。

注：　綿花は繊維の長さによって短繊維綿から超長繊維綿にわかれている。①短繊維綿

13/16インチ未満、②中繊維綿13/16インチ、③中長繊維綿1
1/32

～1
3/32

インチ、④長

繊維綿1
1/8

～1
5/16

インチ、⑤超長繊維綿1
3/8

インチ以上。
 

 

      

 

 

 

 

たかがタオル、されどタオル  

 

 ヨ ー ロ ッ パ 視 察 を へ て 新 工 場 を 建 設 し た の ち 、 糸 に こ だ わ り 質 の

高 い タ オ ル を つ く る 井 タ オ ル は 、新 た な 取 引 先 を 増 や し て い っ た 。

1 9 7 5 年 に 新 興 産 業 と の 取 引 は 終 了 し た が 、 大 手 商 社 の 伊 藤 忠 商 事

井 タ オ ル で 生 産 さ れ て い る ア デ ィ ダ ス の タ オ ル  
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を 皮 切 り に 、 名 古 屋 で は 丸 八 タ オ ル ㈱   や 日 清 紡 績 、 東 京 で は 高

島 屋 の 納 入 業 者 だ っ た 塚 原 工 業 や タ オ ル 問 屋 の 小 原 ㈱ 、 寝 具 問 屋 ・

メ ー カ ー の 西 川 産 業 ㈱ な ど と 取 引 が で き る よ う に な っ た 。 と り わ け

西 川 産 業 と は 、 今 治 の 秋 山 捺 染 ㈱ の 社 長 の 紹 介 を う け て 取 引 が は じ

ま っ た が 、 ち ょ う ど 西 川 産 業 の 社 内 で タ オ ル 課 が 立 ち 上 が っ た 頃 で

あ り 、 同 社 を と お し て 井 タ オ ル は ラ ン バ ン や マ リ メ ッ コ な ど の ブ

ラ ン ド 名 を 施 し た ブ ラ ン ド タ オ ル を 生 産 す る よ う に な り 、 売 上 は 飛

躍 的 に 伸 び た 。  

そ ん な あ る 日 、西 川 産 業 の 中 川 勉 氏 か ら 、「 い く ら 高 級 な タ オ ル を

つ く っ て も 日 用 品 だ か ら 機 能 性 が 高 く な け れ ば 役 に 立 た な い し 、 た

か が タ オ ル だ ろ 」 と 言 わ れ た 。 な る ほ ど 、 タ オ ル は 、 原 価 の 2 割 が

原 料 の 糸 で 占 め ら れ 、 し か も 重 量 で 取 引 さ れ る 。 つ ま り 、 タ オ ル の

質 に こ だ わ っ て 良 質 の 糸 を 使 っ て タ オ ル を つ く っ て も 重 量 が 軽 い と

取 引 価 格 と し て は 安 く な る し 、 重 く な れ ば 高 く な る 。 単 価 も 安 い 。  

さ ら に 、 機 能 性 よ り も 見 た 目 や デ ザ イ ン を 重 視 し て キ レ イ な タ オ

ル を つ く っ て い た 井 氏 に 、 追 い 打 ち を か け る 出 来 事 が 起 こ っ た 。

1 9 7 7 年 、 先 述 の 兼 松 江 商 の 宮 本 克 己 氏 の 娘 さ ん か ら ア メ リ カ 土 産

に タ オ ル を も ら っ た の で あ る 。 ア メ リ カ 産 タ オ ル を は じ め て 使 っ て

み て 、目 か ら 鱗 が 落 ち た 。「 な ん て 吸 水 性 の い い タ オ ル だ ！ 」井 氏

に と っ て こ の 出 来 事 は 衝 撃 的 で あ っ た 。 こ の 日 か ら 、 井 氏 は キ レ

イ な タ オ ル よ り も 機 能 性 の 高 い タ オ ル を 目 指 す よ う に な る 。 た か が

タ オ ル か も し れ な い が 、 さ れ ど タ オ ル 。 吸 水 性 抜 群 の 高 い 機 能 性 を

も っ た タ オ ル づ く り の た め に 、 糸 の 研 究 に よ り 一 層 と り 組 ん だ （ そ

の 後 の タ オ ル 用 綿 糸 の 開 発 に つ い て は 表 3 、 井 氏 が 試 織 し た 原 料

繊 維 に つ い て は 表 4 、 井 氏 が 手 掛 け た ブ ラ ン ド タ オ ル に つ い て は

表 5 を そ れ ぞ れ 参 照 ）。 こ う し て 、「 た か が タ オ ル を 、 さ れ ど タ オ ル

に 」 し て い く 努 力 を 積 み 重 ね る こ と で 、「 タ オ ル の 虫 」 は 誕 生 し た 。

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

LOOKS
ノート注釈
1951年設立のタオルおよび寝具問屋。長引く不況が原因で売上高が激減し、2012年に倒産。
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年次 使用原綿 内容

1978 スーピマ綿

シーアイランド綿と同種の超長繊維綿でシルキーで光沢がある綿花。西川産業の紹介

でユニエースが試紡し、ランバンのブランドタオルとして製品化。その後、三共生興

のファッションブランドであるレオナールにも使用。

1980 ペルー綿

ペルー綿のアスペロは多年植物の木に咲く長繊維綿だが、極太の麻糸に匹敵。ユニ

エースで試紡するが、革新織機では紡出できず旧式の織機で製品化。麻に似た感触で

ハードだが弾力性があり清涼感に富む。マットなどに最適。

1983 ペルー綿
ペルー綿のタンギスは長繊維綿で、白度・光沢があることで有名。伊藤忠商事がブ

ルーインカとして商標を取得しており、ユニチカで中太綿糸を紡出。

1987 インド綿

インド綿のサーラは長繊維綿で、しなやかで肌触りがよい。兼松江商の紹介で敷島紡

績（現・シキボウ）が紡出。タオル用綿糸としては上々の仕上がりで、通販会社のベ

ターライフで試作品と海外品を洗濯試験したところ、試作品は300回の洗濯に耐える

ことがわかり、自信を得る。

表3 　井久氏によるおもなタオル用綿糸開発                               

出典：　井久氏提供資料。
 

  

 

 

 

 

イ ン ド に イ ン ド 綿 花 の 視 察 に 行 っ た 際 の 写 真  

（ 写 真 ：井 久 氏 提 供 ）  
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種類 特徴

植物繊維
①綿糸、②ガラ紡糸、③解撚糸、④空気精紡糸、⑤麻糸、

⑥紙糸

動物繊維 ①紡毛糸、②梳毛糸、③絹糸

人造繊維 ①レイヨン、②バイロフト、③ベンベルグ

合成繊維 ①ボンネル、②ナイロン、③ポリエステル

表4　　井タオルで試織した原料繊維の種類                            

出典：　井久氏提供資料。
 

   

問屋 特徴

兼松江商 アディダス、セリーヌ

西川産業
マリメッコ、ハナエモリ、ランバン、いきするタオル、セリーヌ、

バーバリー

三共生興 ハングテン、レオナール、ラコステ、ダックス

近藤忠 ヴァレンチノ・ガラバーニ、ミントン、セルコン

大和紡績 ラブソーラー

小原 イッセイミヤケ

天の吉 山本寛斎

シャルレ シャルレ

表5 　井タオル㈱（井久氏）が手掛けたおもなブランド

出典：　井タオル㈱パンフレット
 

   

 

レ オ ナ ー ル を は じ め と す る井 タ オ ル の 数 々 の 製 品  

（ 写 真 ：井 タ オ ル ㈱ パ ン フ レ ッ ト ）  


